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梅
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噛
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割
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今
入
れ
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男

あ
と
つ
ぎ
が
出
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こ
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上
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う
わ
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人
歩
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し
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こ
ま
り兵
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チ
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あ
ら
不
思
議
手
品
納
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種
明
か
し

宇
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忍

バ
ラ
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い
て
芽
生
え
い
ろ
い
ろ
余
り
種水

野
す
み
こ

さ
て
は
も
う
根
廻
し
出
来
て
い
た
話

山
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節

濃
お
茶
出
さ
れ
喜
ぶ
年
に
な
り

木
村　

貞
子

祖
母
が
植
え
大
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と
な
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子
種

兵
頭　
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子

ひ
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会

解
説
・
等
妙
寺
縁
起
と
鬼
北
の「
お
に
」伝
説
③

　

１
３
２
０
年
に
開
山
し
た
等
妙
寺
は
、
２
０
２
０
年
の
今
年
、

７
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
回
、「
等
妙
寺
縁
起
」
の

成
立
時
期
や
そ
の
背
景
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
縁
起
に
記

さ
れ
た
内
容
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

寺
社
縁
起
と
は
、
寺
院
の
開
創
の
由
来
や
沿
革
霊
験
な
ど
を
記

し
た
文
書
等
の
こ
と
で
す
。「
等
妙
寺
縁
起
」
に
は
、
開
基
以
後

の
等
妙
寺
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
も
多
く
を
占
め

る
の
が
等
妙
寺
の
開
基
伝
承
で
す
。
等
妙
寺
の
開
基
は
「
曽
我
物

語
」の
主
人
公
で
あ
る
曽
我
十
郎
・
五
郎
兄
弟
と
そ
の
従
者
、鬼
王
・

段
三
郎
に
ま
つ
わ
る
伝
承
で
彩
ら
れ
、
語
ら
れ
て
い
ま
す
。「
曽

我
物
語
」
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
建
久
５
年
（
１
１
９
３
）
５
月
、

源
頼
朝
が
御
家
人
を
率
い
て
富
士
裾
野
の
巻
き
狩
り
の
際
に
、
曽

我
十
郎
祐
成
・
五
郎
時
致
の
兄
弟
が
、
父
親
の
仇
で
あ
る
工
藤
祐

経
を
討
っ
て
、
永
年
の
恨
み
を
晴
ら
し
た
後
、
命
を
落
と
す
と
い

う
話
が
題
材
と
な
っ
た
軍
記
物
語
で
す
。
日
本
三
大
仇
討
ち
の
１

つ
で
、
鎌
倉
時
代
に
原
形
が
で
き
、
南
北
朝
時
代
に
は
本
に
な
り

一
般
に
広
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
な
ど

で
演
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ

の
唱
導
、
つ
ま
り
伝
え
広
め

た
の
は
時
衆
の
聖
や
高
野
聖
、

熊
野
系
修
験
者
（
山
伏
）
の

関
与
説
が
定
着
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
等
妙
寺
の
開
基

が
な
ぜ
曽
我
伝
承
を
も
っ
て

語
ら
れ
る
の
か
は
、
現
状
で

は
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て

お
ら
ず
課
題
で
す
。

▲国史跡等妙寺旧境内からの展望
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